
　今回は博物館の日頃の活動のひとつをご紹介します。恩納
村博物館では村内外の保育所や幼稚園、小中学校や高等学校
などの団体見学の受入れのほか、校外学習での遺跡見学や文
化財巡りなどの案内・解説なども行っています。
　令和２年６月に仲泊小学校からの依頼を受け、「総合的な
学習の時間」の校外学習にて博物館職員が講師を務めました。
全３回の授業で、６年生の皆さんを仲泊遺跡や国頭方西海道
へ案内しました。
　第１回目は６月 18 日に仲泊遺跡にてフィールドワークを
行いました。仲泊遺跡内にある約 3,500 ～ 2,500 年前の
縄文時代の各貝塚や住居跡、琉球王国時代の比屋根坂石畳道
のほか高麗人墓、イユミーバンタなどを案内し、仲泊遺跡が
どういったところなのか、当時の人々がどのような場所で生
活していたのかなどを紹介しました。また、国頭方西海道の
一部を実際に歩きました。梅雨明け後の暑い日でしたが、６
年生の皆さんは解説をしっかりと聞き、メモをしている姿が
印象的でした。
　第２回目は６月 25 日に博物館にて行いました。展示室に
て、仲泊遺跡の発掘調査で出土した遺物などを見学してもら
い、当時の人々がどのような道具を使って生活していたかを
紹介しました。また、村内では他にどのような遺跡が発見さ
れているのか、発掘調査からどのようなことが分かるかなど
も解説しました。その後、研修室に場所を移動し、当時と同
じような方法で製作した土器のレプリカや仲泊第一貝塚で発
見された大型の石斧のレプリカなどに実際に触ってもらいま
した。現代の焼物である陶器や磁器との比較も行い、その違
いも体感してもらいました。
　第３回は７月２日に歴史の道「国頭方西海道」でのフィー
ルドワークを行いました。時折、小雨が降るあいにくの天気
でしたが、真栄田の一里塚やフェーレー岩など国頭方西海道
沿いに点在する文化財を見学して回りました。また、山田メー
ガー、護佐丸父祖の墓、山田谷川（ヤーガー）の石矼の間は
実際に国頭方西海道を歩きながら、解説を行い、当時の道の
雰囲気を感じてもらいました。最後に博物館まで戻り、敷地
内にある唐人墓の墓碑の紹介を行いました。

　今回、紹介する資料は仲泊第一貝塚で発見された沖縄県
内で最も大きい磨製石斧です。当館に所蔵されている資料
はレプリカで、本物は沖縄県立博物館・美術館に所蔵され
ています。この磨製石斧は長さ 30.2 ㎝、幅５㎝、重さ
2,830ｇで石斧としてはとても大きいです。石斧の左右側
面にくぼみがみられることから、クワのように利用したと
考えられています。昔の人々の暮らしを紐解く貴重な資料
となっています。（文化財担当：大城）
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　校外学習実施後の７月９日には担任の教諭と代表児童が博物
館を訪れ、各児童が手書きしてくれたお礼状をいただきまし
た。また、７月 30 日には仲泊小学校にて校外学習で学んだこ
とをまとめた発表会も開催され、博物館職員も招待していただ
きました。校外学習をとおして、「様々な場所を訪れることが
出来たのがとても楽しかった」や「土器を触る体験が出来て良
かった」などの感想を言ってくれた児童もおり、少しは皆さん
の学習のお役に立てたのではないかと思っています。
　現在は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、大人数を受
け入れることが難しい状況ですが、当館ではこれからも学校での学習などにも役立てていただけるよ
う、さまざまな取り組みをしていきたいと思っています。
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　７月 20 日に安富祖公民館より車道を歩行中のカ
メを保護したと連絡をいただきました。そのカメは、
国指定天然記念物の「リュウキュウヤマガメ」でした。
『恩納村誌　自然編』によると約 40 年前に字喜瀬武
原で目撃記録があります。それ以降、発見報告がな
いままでした。今回の発見で、沖縄の固有種のリュ
ウキュウヤマガメが北は国頭村、南は喜瀬武原から
安富祖まで広がっていることが新たに分かり、すご
い大発見となりました。
　天然記念物は法律や条例で保護されていますので、
そっと見守ってください。（文化係：崎原）　
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